
大林グループは「ゼネコン」の枠にとらわれることなく成長を続け
事業環境の変化にしなやかに適応しながら

すべてのステークホルダーの期待に応える企業グループへと進化していきます

大林グループの長期的な成長に向けて、創業150周年（2042年）の「目指す将来像」を次のとおり定めています。そ

の実現に向け、4つの事業の強化を戦略の核に、事業領域の深化・拡大、グローバル化を加速させていきます。

生活基盤であるインフラや都市の象徴となる建造物、さらには都市全体の未来を創造する都市開発などを手掛ける大林組。
130年以上の歴史のなかで培われた技術を活かし、時代をつくりあげてきました。

現在は「建築」「土木」「開発」そして「新領域」という4つの事業を柱に、社会の安全・安心、
経営のさらなる安定に向け、事業を進めています。

4本目の収益基盤の柱として再

生可能エネルギー、アグリビジ

ネス、PPPなど、建設・開発以外

の事業領域に挑戦している新

領域事業。再生可能エネルギー

事業 では、2012年に建設業で

初めて太陽光発電事業に参画

しました。2017年には風力発

電事業、2018年にはバイオマ

ス発電事業において売電を開

始し、現在は全国で30カ所の

発電施設が稼働しています。

アグリビジネスでは、太陽光型

植物工場でミニトマトを栽培

しており、将来的な事業拡大を

目指し栽培技術の知見を深め

ています。また、PPP事業では、

これまで培ったノウハウを活用

し、業界のトップランナーとし

て新規案件の獲得に積極的に

取り組んでいます。


